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日本都市学会第 69回大会を、10月 28日（金）・29

日（土）・30日（日）の 3日間、名古屋市において開

催します。対面による大会開催は 66 回大会以来とな

ります。多くの会員の皆さまの参加をお待ちします。

詳細は同封の≪日本都市学会第 69 回大会開催のお知

らせ≫をご覧ください。また大会情報は随時更新され

ますので、日本都市学会および大会ホームページをご

覧ください。大会プログラムの要点を示します。 

 

大会の概要 

開催日：2022年 10月 28日（金）・29日（土）・ 

30日（日） 

開催地：愛知県名古屋市 

主 催：日本都市学会、中部都市学会 

後 援：名古屋市 

会 場：名古屋学院大学名古屋キャンパス しろと

り 翼館（名古屋市熱田区熱田西町 1-25） 

名古屋市営地下鉄名港線日比野駅・同名城

線西高蔵駅 下車徒歩 10数分 

大会テーマ 

「グローバル社会における都市の脆弱性と“新常態”

の模索」 

スケジュール 

10月 28日（金）午後 エクスカーション、理事会 

10月 29日（土） 

09：30～ 研究発表Ⅰ（4会場） 

13：00～ 開会挨拶 

 日本都市学会会長 浦野正樹 

 中部都市学会会長 井澤知旦 

13：10～ 特別講演 

 名古屋市副市長 中田英雄 氏 

「アジア競技大会・リニア中央新幹線を契機

としたまちづくり（仮）」 

13：40～ 基調講演 

 大阪経済法科大学教授 米山秀隆 氏 

  「アフターコロナの都市と住まい」 

14：40～ 休憩 

14：50～ パネルディスカッション 

「グローバル社会における都市の脆弱性と“新

常態”の模索」（仮） 

 

パネリスト： 

後藤 誠一 氏 岐阜大学助教［働き方］ 

米山 秀隆 氏 （※前出）[住まい方］ 

倉員 愛子 氏 株式会社 JTB教育旅行課 

担当課長［観光の呼び込み方］ 

田中 晃代 氏 近畿大学教授［都市のつくり方］ 

コーディネーター： 

三井 栄 氏 岐阜大学教授 

16：40～ 日本都市学会賞授賞式 

17：10～ 日本都市学会総会 

18：00～ 懇親会 

10月 30日（日） 

09：00～ 研究発表Ⅱ（4会場） 

 

研究発表の申し込み 

所定のフォームに 8月 31日まで(期限厳守) 

大会参加申し込み 

所定のフォームに 9月 15日まで(期限厳守) 

大会に関する問い合わせ先・発表要旨送付先 

〒487-8501 春日井市松本町1200 

 中部大学人文学部大塚研究室内 

中部都市学会事務局（担当：大塚俊幸） 

e-mail：chubutoshi＠isc.chubu.ac.jp 

TEL：0568-51-9107 FAX：0568-52-0622 

（電話は不在の場合が多いため、できるだけメー

ルで問い合わせをお願いいたします。） 

その他 

研究発表要旨の提出、大会プログラム・発表要旨

集の配布、大会参加費の支払い方法等については≪

お知らせ≫をご参照ください。 

 

 

 
2021年度第 4回理事会は、2022年 3月 27日(日)13

時 30分から Zoomによるオンライン会議で開催されま

した。 

出席者は、浦野正樹会長、増田聡、松村茂、熊田俊

郎、大矢根淳、西野淑美、井澤知旦、磯部友彦、佐藤

彰男、山崎健、平篤志、川瀬正樹、外井哲志、山下宗

利、齊藤綾美、土居洋平、平井太郎、大塚俊幸、佐野

光彦、川田力、石川雄一の各理事です。 

 
日本都市学会第 69回大会を開催します 

 2021年度第 4回理事会報告 

2022.3.27 
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議事の概要は次の通りです。 

議題 1 2021年度事業報告案および決算報告見通し 

本部事務局より、2021年度事業報告および本日時点

での決算見通しが報告されました。 

議題 2 2022年度事業計画案および予算案 

本部事務局より 2022年度事業計画案および 2022年

度予算案が報告され了承されました。 

議題 3 学会賞事務局報告 

学会賞事務局より、次の報告がありました。①新設

された外国語著作賞に１件の推薦があった。各地域都

市学会に各１名の選考委員推薦を依頼し、委員の決定

は追認事項として速やかに選考作業に入る。委員の追

加や外部審査員が必要な場合には次回理事会に諮る。

②論文賞の候補作は３点、学会賞・学術共同研究賞・

まちづくり賞は４月末を締め切りに各地域都市学会

に推薦依頼をしている。あわせて選考委員推薦の依頼

を行ってゆく。③今後の選考作業スケジュールについ

て。 

議題 4 年報事務局報告 

年報事務局の資料に基づき、事務局より年報 55 号

の編集状況について説明がなされました。 

議題 5 論文審査事務局報告 

論文審査事務局より、2021年度論文審査の現状につ

いて報告がありました。また 2022 年度論文審査委員

の改選について、会長と本部事務局が委員案を作成し、

理事会に諮ることになりました。 

議題 6 第 68回大会報告 

近畿都市学会より、2021年に開催された日本都市学

会第 68回大会について、研究報告が 36件、シンポジ

ウム報告が 6 件、大会参加エントリー者数が 92 名で

あったと報告がありました。 

議題 7 第 69回大会について 

中部都市学会より、2022 年 10 月 28 日～30 日に開

催予定の日本都市学会第 69 回大会の概要が報告され

ました。対面による大会とする開催計画の概要と大会

テーマが了承されました。また大会運営について、プ

ログラム配布などデジタル化可能なものはデジタル

化するという方針が了承されました。 

議題 8 第 70回大会について 

関東都市学会より、2023年の第70回大会について、

小田原市で 11 月第 1 週または第 2 週の日程で開催し

たいとの報告があり、了承されました。 

議題 9 倫理委員会報告 

倫理委員会委員長より、本年度倫理委員会に付され

た審議案件はなく、委員会の開催はなかったと報告が

ありました。 

議題 10 会長候補者選挙について 

本部事務局より、本年度実施予定の会長候補者選挙

について報告がありました。会則改定に伴い、選挙管

理事務の一部を変更する提案がありました。これまで

本部の常任理事が選挙管理事務をしていましたが、選

挙管理事務は本部理事が行ない、開封・開票作業を本

部の 2名以上の理事と本部以外の地域都市学会所属理

事 1名とで行なうように変更するという提案がなされ

了承されました。選挙の実施要綱を、《日本都市学会会

長の選挙方法について》の改定案とあわせ 6月理事会

に提案することになりました。 

(会長が委託する常任理事は選挙人とはなりませんで

したが、地域都市学会から選任される会務担当理事は

選挙人となり、このための変更です。) 

議題 11 その他 

本部事務局より、①欠員となっていた関東都市学会

からの会務担当理事として平井太郎氏が新たに選任

されたこと、②日本学術振興会賞の推薦依頼があった

こと、の報告がありました。 

 

 

 

2022年度第 1回理事会は、2022年 6月 19日(日)13

時 30分から Zoomによるオンライン会議で開催されま

した。 

出席者は、浦野正樹会長、松村茂、熊田俊郎、大矢

根淳、西野淑美、井澤知旦、磯部友彦、佐藤彰男、山

崎健、平篤志、川瀬正樹、外井哲志、山下宗利、森傑、

齊藤綾美、土居洋平、平井太郎、大塚俊幸、佐野光彦、

川田力、石川雄一の各理事です。 

 

議事の概要は次の通りです。 

議題 1 理事会名簿の確認および出欠について 

2022年度当初の役員名簿を確認しました。 

議題 2 2021年度事業報告案および決算報告案の取り

扱いについて 

3 月理事会以降の未精算分を修正した決算報告が提

出され、事業報告、事業計画・予算案の確認がなされ

ました。 

議題 3 学会賞事務局報告 

学会賞事務局より、次の報告がありました。①学会

賞の推薦状況について、奥井賞 2件、論文賞 3件、外

国語著作賞 1件、まちづくり賞・学術共同賞なし、と

の推薦またはリストアップがなされた。②学会賞等の

選考委員について、各地域都市学会からの推薦に基づ

き原案通り承認された。(学会賞選考委員の項参照)③

外国語著作賞について、6 月 4 日に第 1 回委員会を開

催し、外部審査員の委嘱、選考委員の追加を行わない

ことを決定した。④今後の選考スケジュールについて。 

議題 4 年報事務局報告 

年報事務局より、年報 55 号の制作スケジュールが

 
2022年度第 1回理事会報告 

2022.6.19 
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遅れているが 8月下旬に発送予定であること、同号の

概要について説明がありました。また前年報事務局よ

り、バックナンバー無償配布が終了したこと、保管分

を除いて廃棄作業に入ることが報告されました。 

議題 5 論文審査事務局報告および論文審査委員の選

考について 

論文審査事務局ほかから、次の報告および提案がな

され決定しました。①昨秋投稿分の論文審査は全ての

査読プロセスを終了して年報事務局に引き継いだ。審

査結果は応募総数 20編、採択数 16編で、採択率は 80%

であった。②論文審査委員会の改選委員について、

野々山和宏(都市経済・東北)、田中晃代(都市計画・近

畿)、和田真理子(都市地理・近畿)、梶田佳孝(都市交

通計画・九州)の 4名が委員として推薦され、原案通り

承認された。継続の 3名の委員とともに論文審査委員

会を構成することになるとの報告がなされた。(論文

審査委員の項参照)③論文審査の検討課題について、

査読者へのアンケート結果などを踏まえ、審査日程、

審査基準は現行通り、枚数超過した投稿に対し規程に

従った対応をするとの結論に至ったことが報告され

た。ついで査読者の選定の困難さについて説明があり、

今後検討してゆくことになった。 

議題 6 第 69回大会について 

中部都市学会より、日本都市学会第 69 回大会につ

いて、開催概要、大会テーマ、スケジュールについて

説明がなされました。またウェブを活用した運営方法

について説明がありました。 (詳細は大会概要の項参

照) 

議題 7 第 70回大会について 

関東都市学会より、日本都市学会第 70 回大会につ

いて、開催日を2023年11月3日から5日とすること、

会場として小田原三の丸ホールを予定していること

が報告されました。 

あわせて研究発表にもとづく論文投稿について、≪

査読付き論文投稿要領≫に投稿締め切りを「原則とし

て、大会が開催された月の翌月の末日」とあるが、年

報刊行に支障を来さないため投稿締め切りを 11 月末

とすることとし、規程等の見直しが必要かを含め次回

理事会に諮ることとなりました。 

議題 8 会長候補者選挙について 

2021 年度第 4 回理事会において決定した｢日本都市

学会会長の選出方法について｣の改正案を原案通り決

定しました。 

 

日本都市学会会長の選出方法について 

新 旧 

①日本都市学会会則(以

下｢会則｣)第 14 条に定

める会長の推薦は、選挙

により行う。 

①会則第 13 条に定める

会長の推薦は、選挙によ

り行う。 

 

②選挙人は会則第 13 条

(2)に定める理事（支部

会長理事、支部選出理

事、会務担当理事）とす

る。 

⑨選挙管理事務のうち、

開封および開票は、本部

事務局の2名以上の理事

および本部事務局を担

当していない地域都市

学会所属の理事1名によ

り行う。 

⑩このほか、選挙に関し

て必要な事項について

は会長が定める。 

付則 

3.この選出方法は 2022

年 6 月 19 日より施行す

る。 

 

②選挙人は日本都市学

会理事（会長、監事を除

く）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨このほか、選挙に関し

て必要な事項について

は会長が定める。 

 

※改正部分のみ。 

第 1回投票を 2022年 8月 22日発送、8月 31日締め

切り(消印有効)で行う選挙実施要綱を了承しました。 

議題 9 その他 

次回理事会の日程等について話がなされました。 

 

 

 
日本都市学会賞選考委員 

森傑(北海道)、齊藤綾美(東北)、土居洋平(関東)、大

塚俊幸(中部)、佐藤彰男(近畿)、川田力(中四国)、石

川雄一(九州) 

論文賞選考委員 

松村茂(東北)、大矢根淳(関東)、西野淑美(関東)、井

澤知旦(中部)、佐野光彦(近畿)、石田信博(近畿)、川

瀬正樹(中四国)、外井哲志(九州) 

外国語著作賞選考委員 

増田聡(東北)、平井太郎(関東)、磯部友彦(中部)、山

崎健※(近畿)、平篤志(中四国)、山下宗利(九州) ※委

員長 

 

 

野々山和宏（東北・都市経済）、松橋達矢（関東・都市

社会）、山本匡毅（関東・経済地理）、阿部亮吾（中部・

経済地理）、田中晃代（近畿・都市計画）、和田真理子

（近畿・都市地理）、梶田佳孝（九州・都市交通計画） 

 学会賞選考委員が決まりました 

 論文審査委員が決まりました 
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会長 浦野正樹(関東) 

理事 (支部会長理事) 松村茂(東北)、大矢根淳(関

東)、井澤知旦(中部)、山崎健(近畿)、平篤志(中

四国)、外井哲志(九州) 

(支部選出理事) 増田聡(東北)、熊田俊郎(関

東)、西野淑美(関東)、磯部友彦(中部)、石田信

博(近畿)、佐藤彰男(近畿)、川瀬正樹(中四国)、

山下宗利(九州) 

(会務担当理事) 森傑(北海道)、齊藤綾美(東

北)、土居洋平(関東)、平井太郎(関東)、大塚俊

幸(中部)、佐野光彦(近畿)、川田力(中四国)、

石川雄一(九州) 

監事 松山明(中部)、吉本勇(中四国) 

 

 

委員長：熊田俊郎（関東） 

委員：松村茂（東北）、井澤知旦（中部）、佐藤彰男

（近畿）、平篤志（中四国）、外井哲志（九州） 

 

■■本部事務局（関東都市学会） 

〒112-8606 文京区白山 5-28-20 
東洋大学社会学部 西野淑美研究室内 
事務局長：熊田俊郎 
e-mail：info@toshigaku.org 
 
■年報担当事務局（近畿都市学会） 
〒651-2180 神戸市西区伊川谷町有瀬 518 
神戸学院大学総合リハビリテーション学部 
佐野光彦研究室内 
TEL&FAX：078-974-1868 
e-mail：micco.sano@gmail.com 
 
■学会賞担当事務局（東北都市学会） 
〒981-8551 仙台市青葉区国見 6-45-1 
東北文化学園大学現代社会学部 
齊藤綾美研究室内 
TEL：022-233-6096 
e-mail：tohoku.toshi@gmail.com 
 
■論文審査担当事務局（中四国都市学会） 
〒700-8530 岡山市北区津島中 3-1-1 
岡山大学大学院教育学研究科 川田力研究室内 
TEL：086-251-7617 
e-mail：tkawada@okayama-u.ac.jp 

 
■大会担当事務局（中部都市学会） 
〒487-8501 春日井市松本町 1200 番地 
中部大学人文学部 大塚俊幸研究室内 
TEL：0568-51-9107／FAX：0568-52-0622 
e-mail：chubutoshi@isc.chubu.ac.jp 
 
 

 
 

◎北海道都市地域学会  
〒062-8520 札幌市豊平区西岡 3 条 7 丁目 3-1  
札幌大学 平井貴幸研究室内  
TEL：011-852-1181 
e-mail：hirai@sapporo-u.ac.jp 
 
◎東北都市学会  
〒981-8551 仙台市青葉区国見 6-45-1  
東北文化学園大学現代社会学部 齊藤綾美研究室内  
TEL：022-233-6096 
e-mail：tohoku.toshi@gmail.com 
 
◎関東都市学会 
〒236-8502 横浜市金沢区釜利谷南 3-22-1  
関東学院大学社会学部 小山弘美研究室内 
TEL：045-786-9369 
e-mail：info@kanto-toshigakkai.com 
 

◎中部都市学会 
〒487-8501 春日井市松本町 1200 番地 
中部大学人文学部 大塚俊幸研究室内 
TEL：0568-51-9107／FAX：0568-52-0622 
e-mail：chubutoshi@isc.chubu.ac.jp 
 

◎近畿都市学会  
〒577-8502 東大阪市小若江 3-4-1  
近畿大学総合社会学部 久隆浩研究室内 
e-mail：info@kintoshi.org 
 

◎中四国都市学会 
〒700-8530 岡山市津島中 3-1-1  
岡山大学教育学部 川田力研究室内  
TEL：086-251-7617 
e-mail：tkawada@okayama-u.ac.jp 
 

◎九州都市学会  
〒840-8502 佐賀市本庄町１  
佐賀大学芸術地域デザイン学部 
山下・有馬・山口研究室気付  
TEL：0952-28-8577 
e-mail：ktoshigaku@gmail.com 

 倫理委員会委員 
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